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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成27年12月24日(2015.12.24)

【公開番号】特開2014-93714(P2014-93714A)
【公開日】平成26年5月19日(2014.5.19)
【年通号数】公開・登録公報2014-026
【出願番号】特願2012-244454(P2012-244454)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｎ   5/232    (2006.01)
   Ｇ０６Ｔ   3/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｎ    5/232    　　　Ｚ
   Ｇ０６Ｔ    3/00     ２００　

【手続補正書】
【提出日】平成27年11月6日(2015.11.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　上記の目的を達成するため、本発明による画像処理装置は、光学系を備える撮像装置で
撮像された画像について、前記光学系に起因する歪曲収差と撮像の際に前記撮像装置に生
じたブレによる前記画像のブレ歪みとを補正処理する画像処理装置であって、前記歪曲収
差を補正するための補正量を算出して、歪曲収差補正量を得る歪曲収差補正量算出手段と
、前記ブレ歪みを補正するための補正量を算出して、第１のブレ歪み補正量を得るブレ歪
み補正量算出手段と、前記第１のブレ歪み補正量を、前記歪曲収差補正量に応じて変更し
第２のブレ歪み補正量を得るブレ歪み補正量変更手段と、前記歪曲収差補正量に応じて前
記画像の歪曲収差を補正する歪曲補正手段と、前記第２のブレ歪み補正量に応じて前記画
像のブレ歪みを補正するブレ歪み補正手段とを有することを特徴とする。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　本発明による制御方法は、光学系を備える撮像装置で撮像された画像について、前記光
学系に起因する歪曲収差と撮像の際に前記撮像装置に生じたブレによる前記画像のブレ歪
みとを補正処理する画像処理装置の制御方法であって、前記歪曲収差を補正するための補
正量を算出して、歪曲収差補正量を得る歪曲収差補正量算出ステップと、前記ブレ歪みを
補正するための補正量を算出して、第１のブレ歪み補正量を得るブレ歪み補正量算出ステ
ップと、前記第１のブレ歪み補正量を、前記歪曲収差補正量に応じて変更し第２のブレ歪
み補正量を得るブレ歪み補正量変更ステップと、前記歪曲収差補正量に応じて前記画像の
歪曲収差を補正する歪曲補正ステップと、前記第２のブレ歪み補正量に応じて前記画像の
ブレ歪みを補正するブレ歪み補正ステップとを有することを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　本発明による制御プログラムは、光学系を備える撮像装置で撮像された画像について、
前記光学系に起因する歪曲収差と撮像の際に前記撮像装置に生じたブレによる前記画像の
ブレ歪みとを補正処理する画像処理装置で用いられる制御プログラムであって、前記画像
処理装置が備えるコンピュータに、前記歪曲収差を補正するための補正量を算出して、歪
曲収差補正量を得る歪曲収差補正量算出ステップと、前記ブレ歪みを補正するための補正
量を算出して、第１のブレ歪み補正量を得るブレ歪み補正量算出ステップと、前記第１の
ブレ歪み補正量を、前記歪曲収差補正量に応じて変更し第２のブレ歪み補正量を得るブレ
歪み補正量変更ステップと、前記歪曲収差補正量に応じて前記画像の歪曲収差を補正する
歪曲補正ステップと、前記第２のブレ歪み補正量に応じて前記画像のブレ歪みを補正する
ブレ歪み補正ステップとを実行させることを特徴とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光学系を備える撮像装置で撮像された画像について、前記光学系に起因する歪曲収差と
撮像の際に前記撮像装置に生じたブレによる前記画像のブレ歪みとを補正処理する画像処
理装置であって、
　前記歪曲収差を補正するための補正量を算出して、歪曲収差補正量を得る歪曲収差補正
量算出手段と、
　前記ブレ歪みを補正するための補正量を算出して、第１のブレ歪み補正量を得るブレ歪
み補正量算出手段と、
　前記第１のブレ歪み補正量を、前記歪曲収差補正量に応じて変更し第２のブレ歪み補正
量を得るブレ歪み補正量変更手段と、
　前記歪曲収差補正量に応じて前記画像の歪曲収差を補正する歪曲補正手段と、
　前記第２のブレ歪み補正量に応じて前記画像のブレ歪みを補正するブレ歪み補正手段と
、
　を有することを特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
　さらに、前記画像からその特徴を抽出して特徴評価値を得る特徴抽出手段を備え、
　前記ブレ歪み補正手段は、前記第１のブレ歪み補正量を、前記歪曲収差補正量および前
記特徴評価値に応じて変更して前記第２のブレ歪み補正量を得ることを特徴とする請求項
１に記載の画像処理装置。
【請求項３】
　前記ブレ歪み補正量変更手段は、現時点の第１のブレ歪み補正量と、当該現時点の前後
における第１のブレ歪み補正量又は第２のブレ歪み補正量を保持しており、
　前記ブレ歪み補正量変更手段は、前記歪曲収差補正量が大きくなるにつれて現時点にお
ける第１のブレ歪み補正量が前後における前記第１のブレ歪み補正量又は前記第２のブレ
歪み補正量よりも大きくなるように重みづけ加算を行うことを特徴とする請求項１又は２
に記載の画像処理装置。
【請求項４】
　前記ブレ歪み補正量算出手段は、ハイパスフィルタを備えており、
　前記ブレ歪み補正量算出手段は、前記歪曲収差補正量が大きくなるにつれて前記ハイパ
スフィルタのカットオフ周波数が低くなるように通過域を調整することを特徴とする請求
項１又は２に記載の画像処理装置。
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【請求項５】
　前記特徴抽出手段は、画像の勾配および高周波成分の少なくとも１つを検出して前記特
徴評価値を得ることを特徴とする請求項２に記載の画像処理装置。
【請求項６】
　光学系を備える撮像装置で撮像された画像について、前記光学系に起因する歪曲収差と
撮像の際に前記撮像装置に生じたブレによる前記画像のブレ歪みとを補正処理する画像処
理装置であって、
　前記歪曲収差を補正するための補正量を算出して、歪曲収差補正量を得る歪曲収差補正
量算出手段と、
　前記ブレ歪みを補正するための補正量を算出して、第１のブレ歪み補正量を得るブレ歪
み補正量算出手段と、
　前記第１のブレ歪み補正量を、所定の適用率で変更して第２のブレ歪み補正量を得るブ
レ歪み補正量変更手段と、
　前記第２のブレ歪み補正量に応じて、歪曲収差補正に係る補間フィルタの周波数特性を
変更する周波数特性変更手段と、
　前記歪曲収差補正量および前記周波数特性変更手段で変更された周波数特性に応じて前
記画像の歪曲収差を補正する歪曲補正手段と、
　前記第２のブレ歪み補正量に応じて前記画像のブレ歪みを補正するブレ歪み補正手段と
、
　を有することを特徴とする画像処理装置。
【請求項７】
　前記周波数特性変更手段は、前記補間フィルタの周波数特性が前記第２のブレ歪み補正
量が大きくなるにつれて緩やかになるように変更することを特徴とする請求項６に記載の
画像処理装置。
【請求項８】
　前記ブレ歪み補正手段は、前記第２のブレ歪み補正量に基づいて前記光学系に備えられ
た光学部材又は撮像素子を移動制御することを特徴とする請求項１～７のいずれか１項に
記載の画像処理装置。
【請求項９】
　前記歪曲補正手段には前記歪曲収差補正量と前記第２のブレ歪み補正量とが加算された
補正量が前記歪曲収差補正量の代わりに与えられることを特徴とする請求項１～８のいず
れか１項に記載の画像処理装置。
【請求項１０】
　光学系を備える撮像装置で撮像された画像について、前記光学系に起因する歪曲収差と
撮像の際に前記撮像装置に生じたブレによる前記画像のブレ歪みとを補正処理する画像処
理装置の制御方法であって、
　前記歪曲収差を補正するための補正量を算出して、歪曲収差補正量を得る歪曲収差補正
量算出ステップと、
　前記ブレ歪みを補正するための補正量を算出して、第１のブレ歪み補正量を得るブレ歪
み補正量算出ステップと、
　前記第１のブレ歪み補正量を、前記歪曲収差補正量に応じて変更し第２のブレ歪み補正
量を得るブレ歪み補正量変更ステップと、
　前記歪曲収差補正量に応じて前記画像の歪曲収差を補正する歪曲補正ステップと、
　前記第２のブレ歪み補正量に応じて前記画像のブレ歪みを補正するブレ歪み補正ステッ
プと、
　を有することを特徴とする制御方法。
【請求項１１】
　光学系を備える撮像装置で撮像された画像について、前記光学系に起因する歪曲収差と
撮像の際に前記撮像装置に生じたブレによる前記画像のブレ歪みとを補正処理する画像処
理装置の制御方法であって、
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　前記歪曲収差を補正するための補正量を算出して、歪曲収差補正量を得る歪曲収差補正
量算出ステップと、
　前記ブレ歪みを補正するための補正量を算出して、第１のブレ歪み補正量を得るブレ歪
み補正量算出ステップと、
　前記第１のブレ歪み補正量を、所定の適用率で変更して第２のブレ歪み補正量を得るブ
レ歪み補正量変更ステップと、
　前記第２のブレ歪み補正量に応じて、歪曲収差補正に係る補間フィルタの周波数特性を
変更する周波数特性変更ステップと、
　前記歪曲収差補正量および前記周波数特性変更ステップで変更された周波数特性に応じ
て前記画像の歪曲収差を補正する歪曲補正ステップと、
　前記第２のブレ歪み補正量に応じて前記画像のブレ歪みを補正するブレ歪み補正ステッ
プと、
　を有することを特徴とする制御方法。
【請求項１２】
　光学系を備える撮像装置で撮像された画像について、前記光学系に起因する歪曲収差と
撮像の際に前記撮像装置に生じたブレによる前記画像のブレ歪みとを補正処理する画像処
理装置で用いられる制御プログラムであって、
　前記画像処理装置が備えるコンピュータに、
　前記歪曲収差を補正するための補正量を算出して、歪曲収差補正量を得る歪曲収差補正
量算出ステップと、
　前記ブレ歪みを補正するための補正量を算出して、第１のブレ歪み補正量を得るブレ歪
み補正量算出ステップと、
　前記第１のブレ歪み補正量を、前記歪曲収差補正量に応じて変更し第２のブレ歪み補正
量を得るブレ歪み補正量変更ステップと、
　前記歪曲収差補正量に応じて前記画像の歪曲収差を補正する歪曲補正ステップと、
　前記第２のブレ歪み補正量に応じて前記画像のブレ歪みを補正するブレ歪み補正ステッ
プと、
　を実行させることを特徴とする制御プログラム。
【請求項１３】
　光学系を備える撮像装置で撮像された画像について、前記光学系に起因する歪曲収差と
撮像の際に前記撮像装置に生じたブレによる前記画像のブレ歪みとを補正処理する画像処
理装置で用いられる制御プログラムであって、
　前記画像処理装置が備えるコンピュータに、
　前記歪曲収差を補正するための補正量を算出して、歪曲収差補正量を得る歪曲収差補正
量算出ステップと、
　前記ブレ歪みを補正するための補正量を算出して、第１のブレ歪み補正量を得るブレ歪
み補正量算出ステップと、
　前記第１のブレ歪み補正量を、所定の適用率で変更して第２のブレ歪み補正量を得るブ
レ歪み補正量変更ステップと、
　前記第２のブレ歪み補正量に応じて、歪曲収差補正に係る補間フィルタの周波数特性を
変更する周波数特性変更ステップと、
　前記歪曲収差補正量および前記周波数特性変更ステップで変更された周波数特性に応じ
て前記画像の歪曲収差を補正する歪曲補正ステップと、
　前記第２のブレ歪み補正量に応じて前記画像のブレ歪みを補正するブレ歪み補正ステッ
プと、
　を実行させることを特徴とする制御プログラム。


	header
	written-amendment

